
【保護者の皆さんへ】

明日から二日間、送迎・朝早

くからの応援よろしくお願いし

ます。上にも書きましたが、毎

回たくさんの方のご協力の下、

開催できている大会です。もし

ご都合がつけば、ぜひ会場の雰

囲気を味わっていただければと

思います。特に１日目は大きな

体育館で、２階の観覧席も広く

なっています。

【感謝の気持ちをもって！】

明日からのウインターカッ

プ、名古屋市内はもちろん、県

内各地区や県外から参加するチ

ームもあり、総勢８０チームで

行われます。何度も言っていま

すが、“感謝の気持ち”を胸に

プレーしましょう。送迎をして

くれる保護者はもちろん、運営

してくれる方、会場を準備して

くれる方など、たくさんの協力

によって成り立っている大会で

す。また毎年、会場によっては

高校生が審判をやってくれる学

校もあります。自分た

ちの練習をせずに、た

だ審判をするためだけ

に一日を費やしてくれ

るのです。

たくさんの人の協力・支えが

あって大会が成り立っているこ

とを忘れずにプレー・行動をし

ましょう。
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練習の“ねらい”を理解する
今週は『ボールコントロール』に焦点を当て

た練習をしています。

①１対１のパス・スパイク

実際のゲームでは、真上にカットする・トス

をするということはほとんどありませんが、『自

分の思い通りにボールをコントロー

ルする』という点については、とて

も大切な技術です。

②３対３・４対４

コートの中に（セッターを除いて）二人・三

人しかいないということは、それだけ守備範囲

が広くなるということです。また同時に、より

コミュニケーションをとることを心がけないと、

簡単にボールは落ちてしまいます。特にうまく

カットできなかったときに、どういった指示を

出せるか、どこまで周りの指示を聞けるかとい

うことが重要になってきます。また、打ち込む

のか、つなぐだけなのか、パスをして返球する

のが精一杯なのかなど、瞬時の“状況判断力”

が必要とされます。

どちらの練習も、最初に“練習のねらい”を

伝えました。できる・できないではなく、どこ

まで練習のねらいを理解して取り組んでいるか

が問われます。どれだけ時間をつかって練習し

ても、練習のねらいを理解せずに

取り組んでいては成果は上がりま

せん。“練習の質”にこだわる以

上、一番大切な部分です。


